
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル：減速比可変広角静電型レンズを用いた 

ディスプレイ型光電子分析器の開発 
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技術相談 

提供可能技術： 

・X 線光電子分光(XPS)による固体材料の電子状態の分析 

・光電子回折(PED)による結晶構造解析 

・LabVIEW を用いた測定機器制御システムの開発 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

プリント基板加工システム・N210B （イープロニクス) NIDAQ 6008(National Instruments) 

3D プリンター Guider2 (FLASHFORGE)  

 

研究内容：  
 

光電子回折法(PED)は、光電子エネルギーを測定するという点では X 線光電子分光(XPS)と同様であるが、光電子

スペクトル中の着目する原子の内殻からの光電子の放出角度分布（光電子回折パターン）を解析・評価することで、着

目原子周りの原子構造を観測できるユニークな測定手法である。光電子回折は、放出原子の結晶内のサイトが異なれ

ば回折パターンが異なるため、サイト選択的な解析手法であり、着目する原子のまわりの局所構造を調べることができ

る。特に、異なる価数を持つ各元素の周囲の局所構造の知識は、活性ドーパントと不活性ドーパントの解明に大きく貢献

し、物質材料の機能の改善に役立っている。 

本研究では小型でシンプルかつ減速比可変で高エネルギー分解能な特徴を持つディスプレイ型の光電子分析器

(VD-WAAEL Analyzer)を開発している。VD-WAAEL Analyzer は広いエネルギー領域での測定が可能でシンプルかつ

小型な分析であり、更にコストを抑えることができれば放射光施設や製造現場等、広範囲での普及が期待される。 
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図 2 VD-WAAEL Analyzer の外観 図 1 VD-WAAEL Analyzer の概略図 


